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図 1．柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯と浦底－柳ヶ瀬山断層帯の位置と構成断層。 
地震調査研究推進本部地震調査委員会（2004）。 



2 
 

 
 

図 2．地震調査委員会（2004）による柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯の長期評価公表後に、

日本原子力発電によって行われた活断層の調査・評価の主要結果。日本原子力発

電（2009）による。
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図 3．高分解能音波探査測線位置図。 
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図 4．精査測線位置図。UA-7、DA-7 等は採泥調査地点。 
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図 5．概査によって得られた代表的な反射記録。
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図 6．音響層序と反射面（CA-12 測線及び C-15 測線）。 
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図７．音響層序と反射面（C-10 測線）。 
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図 8．敦賀湾中央部の精査域の詳細測線位置図。 
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図 9．敦賀湾中央部の精査によって得られた代表的な反射記録（1）。 
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図 10．敦賀湾中央部の精査によって得られた代表的な反射記録（2）。 
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図 11．敦賀湾東部の F-32・45 断層を横断する反射記録。 
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図 12．高分解能音波探査によって確認された完新統の断層変位の位置。 
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図 13．連続性の検討の結果得られた最終的な活断層の分布（断層トレース）。 
F-N4、F-N5、F-N6 及び F-N8 は、今回新たに認定された活断層。 
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図 14．採泥調査の計画海域。日本原子力発電貸与資料 2－3 のうち、「敦賀湾におけるソ

ノプローブ音源による音波探査の測線と断層・撓曲分布」を基図として用い、採泥調査

計画海域、次図の音響断面の位置、立石岬付近における浦底断層のトレースを加筆。 
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図 15．採泥調査計画海域の既存音波探査断面と採泥調査計画地点。基図は日本原

子力発電貸与資料 2－3 のうち、NFWM10-2 測線の一部。 
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図 16．採泥調査の対象海域。 
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表 1．柱状採泥器の規格 

 
 

表 2．DGPS の規格・性能 

 
 

表 3．音響測深器の規格・性能 
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図 17．ピストン式柱状採泥器の模式図と試料採取概念図。 
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図 18．DGPS 法による船位測量の概念図。 
 
 
 

表 4．帯磁率計の規格・性能 
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図 19．コア採取点位置図。 
 

表 5．コアの採取状況一覧   

 
黄色に網掛けした 6 コアについて、観察・記載及び測定・分析を行った。 
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図 20．断層の隆起側（北東側）で採取された UA-5、UA-7、UA-8 コアの写真。 
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図 21．断層の沈降側（南西側）で採取された DA-5、DA-6、DA-7 コアの写真。 
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図 22．UA-5、UA-7 及び UA-8 コアの柱状図。 
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図 23．DA-5、DA-6 及び DA-7 コアの柱状図。
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図 24．肉眼観察の結果に基づく 6 つのコアの対比。
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図 25．隆起側の 3 コアの帯磁率測定結果。沈降側の DA-7 コアの結果を併せて示す。 



27 
 

 

   図 26．沈降側の 3 コアの帯磁率測定結果。隆起側の UA-8 コアの結果を併せて示す。 
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図 27．色調測定結果（その 1） 明度（L*）。 
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図 28．色調測定結果（その 2） 色相（緑－赤）（a*）。 
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図 29．色調測定結果（その 3） 色相（青－黄）（b*）。 
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表 6．14C 年代測定結果 
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表 7．UA-5 及び UA-8 コア（隆起側）の火山灰分析結果 
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表 8．DA-７コア（沈降側）の火山灰分析結果 
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図 30．火山灰分析結果。
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表 9．UA-5 コアの d 層中に含まれるパミス型火山ガラスの主成分分析結果 

 

 
 
 

表 10．UA-8 コアの d 層中に含まれるパミス型火山ガラスの主成分分析結果 
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図 31．隆起側の深度－年代関係。 
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図 32．沈降側の深度－年代関係。
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図 33．各層・各対比基準面の推定年代。
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図 34．UA-5 コア及び DA-7 コアの地質層序と C-10 測線の音波探査断面との対応。 

 
 

 
図 35．UA-7 コア及び UA-8 コアの地質層序と C-8 測線の音波探査断面との対応。 
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図 36．地質層序と音響層序との対応。 
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図 37．DA-5 コアの地質層序と C-12 測線の音波探査断面との対応。 

 
 
 

 

図 38．DA-6 コアの地質層序と C-11 測線の音波探査断面との対応。 
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図 39．採取深度の補正を行った最終的なコア対比図。 
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図 40．各反射面の断層を挟んだ高度差の断層走向方向への変化。各断層の位置は図 13、各測線の位置は図 8 及び図 13 を参照。 
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図 41．各反射面の断層を挟んだ高度差。測線ごとに表示。各断層の位置は図 13、各測線の位置は図 8 及び図 13 を参照。 
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表 11．DA-7 コア（沈降側）及び UA-5 コア（隆起側）採取点における各対比基準面の海面からの深度と両コア間での高度差 
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図 42．隆起側と沈降側における堆積速度の違いに起因する高度差の変化（模式図）。



 47 

 

図 43．浦底－柳ヶ瀬山断層帯とその周辺の活断層。基図は日本原子力発電（2008a）。 
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図 44．F-17 ・18 断層（甲楽城沖セグメント）を横断するウォーターガンによる音波探査断面。 
隆起側（北東側）に背斜状の変形を伴い、変形は B 層（上部更新統）に及んでいる。原子力安全保安院（2009b）。
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図 45．F-19 断層（甲楽城沖セグメント）を横断するウォーターガンによる音波探査断面。変形は上部更新統に及んでいる。 
日本原子力発電ほか（2012）。
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図 46．F-28 断層（甲楽城沖セグメント）を横断するウォーターガンによる音波探査断面。変形は上部更新統

に及んでいる。日本原子力発電ほか（2012）。
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図 47．F-23・24 断層（浦底セグメント）の北方延長と F-21 断層（従来、白木－丹生断層）の南方を横断する

ジオパルス音源による音波探査断面。変形は上部更新統に及んでいる。F-21 断層の南方延長は、V 字状の撓み

下がり構造を示し、横ずれ成分が卓越することを示唆する。日本原子力発電ほか（2012）。 
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図 48．F-23・24 断層（浦底セグメント）の北方延長と F-21 断層（従来、白木－丹生断層）の南方を横断するジオパルス

音源による音波探査断面。変形は上部更新統に及んでいる。F-21 断層の南方延長は緩やかな撓み下がり構造を示す。F-23・
24 断層の北方延長は測位点 5 の南西側にわずかに認められ、これより北の測線では認められない。日本原子力発電ほか

（2012）。 
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図 49．日本原子力発電によるトレンチ調査実施地点位置図。日本原子力発電（2010b）による。 
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図 50．トレンチ南側壁面のスケッチと日本原子力発電の解釈。日本原子力発電（2008b）による。 
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図 51．北側壁面のスケッチ。浦底断層は K-Ah が挟まれる層準を切っている。日本原子力発電貸与資料 5－1 による。 
トレンチの位置については図 50 右上のトレンチ平面図を参照。 
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図 52．トレンチ南側壁面の様子。12600±70 yBP 及び 8400±50 yBP の 14C 年代が得られている 
堆積物にのし上げる断層（旧い断層）を、更に新しい断層が切っている。2011 年 10 月 27 日撮影。 
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図 53．トレンチ地点の浦底断層で観察された条線の計測データ（日本原子力発電貸与資料 5-1）と解析結果。上左：断層面と条線の計測・

計算結果。上右：条線の計測位置。下左：計算で求めた条線のレイク分布、下中：観察された条線、下右：計算から求めた P 軸方位。
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図 54．浦底湾の F-39b 断層及び F-39・40 断層を横断する音波探査測線

（NFWMSX3-2、U-3.5、NFWB5 測線）及びボーリング調査地点から 
K-Ah 降下層準の追跡に利用した測線（NFWMS7、NFWMSX3-2 測線。 
日本原子力発電貸与資料 2。
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図 55．ボーリング調査地点から、浦底湾の F-39b 断層周辺への、K-Ah 層準の追跡。日本原子力発電貸与資料 2－2 及び 2－3。 
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図 56．NFWMSX3-2 測線のソノプローブ音波探査断面。日本原子力発電貸与資料 2－3。
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図 57．U-3.5 測線のソノプローブ音波探査断面と NFWB5 測線のウォーターガン・ 
ベイケーブル受震の音波探査断面。日本原子力発電貸与資料 2－1 及び 2－3。 
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図 58．L-1 測線の音波探査断面。 測線の位置はほぼ U-3.5 測線に沿っている。 
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図 59．日本原子力発電によってボーリング調査が行われた地点の位置図。日本原子力発電（2008a）に加筆。 
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図 60．ボーリング柱状図。日本原子力発電（2008a）に加筆。 
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図 61．ボーリング調査地点を横切る音波探査断面。日本原子力発電（2008a）及び日本原子力発電貸与資料 2－2 及び 2－3 に加筆。 
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図 62．採泥調査地点、L-7 測線、FC-16 測線及び NFWM10-2 測線の位置図。日本原子力発電（2008a）に加筆。 
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図 63．F-39・40 断層（コアリング調査地点近傍）及び F-41 断層を横切る NFWM10-2 測線の音波探査断面。 
日本原子力発電貸与資料 2－3 に加筆。測線の位置は図 62 参照。 
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図 64．L-7 測線の音波探査断面。測線の位置は図 62 参照。 
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図 65．FC-16 測線の音波探査断面。測線の位置は図 62 参照 
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図 66．ウツロギ峠断層のトレースと変動地形。国土地理院発行 2 万 5 千分の 1 地形図「杉

津」。
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図 67．ウツロギ峠南西 Loc. U-1 の断層露頭スケッチ。日本原子力発電（2010a）による。 
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図 68．池河内断層のトレースと変動地形。国土地理院発行 2 万 5 千分の 1 地形図「敦賀」及び「中河内」。 
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図 69．池河内北西方 Loc. U-2 の断層露頭スケッチ。日本原子力発電（2010a）による。 
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図 70．池河内北西方の溝状～断層凹地状の地形とバルジ状～リッジ状の高まり。日

本原子力発電開示資料 5 による。 
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図 71．柳ヶ瀬山断層及び柳ヶ瀬断層のトレースと既往調査地点。国土地理院発行 2 万 5 千分の

1 地形図「中河内」。
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図 72．杉箸北東方 Loc. U-3 の断層露頭スケッチ。日本原子力発電（2010a）による。 
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図 73．杉箸北東方 Loc. Ut-3 におけるボーリング調査結果。日本原子力発電（2010a）による。 
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図 74．柳ヶ瀬山近傍 Loc. Ut-6 の断層露頭スケッチ。日本原子力発電（2010a）による。 
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図 75．池見断層（内池見リニアメント）及び敦賀断層北部のトレース。国

土地理院発行 2 万 5 千分の 1 地形図「杉津」及び「敦賀」。 
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図 76．中池見の東西模式断面。岡田（2009）による。 
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表 12．浦底セグメント及びウツロギ峠セグメントの活断層パラメータ一覧 
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図 77．浦底セグメント及びウツロギ峠セグメントの完新世活動と K-Ah 層準の累積縦ずれ（上下ずれ）量。 
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別図 1．浦底－柳ヶ瀬山断層帯の位置 
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別表 1．浦底－柳ヶ瀬山断層帯の活断層パラメータ一覧（１） 
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別表 2．浦底－柳ヶ瀬山断層帯の活断層パラメータ一覧（２） 



86 
 

別紙 1：福井新聞 7 月 30 日朝刊 3 面 
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別紙 2：福井新聞 8 月 11 日朝刊 5 面 
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別紙 3：北陸中日新聞 3 月 6 日朝刊 1 面


	文科省報告書図面集１修正稿改
	文科省報告書図面集2修正稿
	文科省報告書図面集3修正稿
	文科省報告書図面集4修正稿



